
小樽市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況（平成３１年度実績）

■平成３１年度 教育・保育：「量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」　(※事業計画書中間年の見直し12ページ一部抜粋)
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平成３１年度の取組と今後の事業計画、課題等

　保育所部分の利用定員（確保方策）は、平成30年2月に行った本計画の中間年の見直し後、新制度に移行した園があったため、特定教育・保育施設では2
号について21名の増となった。
　令和2年3月現在では、幼稚園部分の利用定員1,301名に対し954名の利用実績があり、保育所部分では1,589名の利用定員に対し1,506名の利用実績で
あった。この結果から、保育所部分において、83名分保育需要を上回る利用定員を確保しているように見受けられるが、特定の保育施設への入所希望や、
保育士不足から各保育施設において十分な保育士数を確保できていない状況があり、希望する保育所等に入所することができない入所待ち児童は依然と
して生じている。このため、保育所部分の定員の確保に加え、保育士等の保育従事者の確保に努める必要がある。
　なお、今後も、従来型の幼稚園から子ども・子育て支援新制度幼稚園や認定こども園へ移行する施設が増えることが予想されるところであり、利用定員の
設定については、事業者の意向を確認しながら設定していく必要があると考える。
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